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健

知

袋

康

恵

 ◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　
風
邪
と
は
別
の
病
気
で
、
症
状
や
感

染
力
も
強
く
、
と
き
に
重
症
化
し
て
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
感
染
症
で
す
。

※
風
邪
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
左
の

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
症
状
が
重
く
な

り
や
す
い
方

・
高
齢
者

・
乳
幼
児

・
妊
婦

・
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）、

喘
息
、
慢
性
心
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど

の
持
病
の
あ
る
方

　
以
上
の
方
で
、
次
の
よ
う
な
重
症
化

の
サ
イ
ン
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
す
ぐ

に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
有
効
な
次

の
こ
と
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
接

種
し
て
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す

る
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
に
２
週
間
程
度

か
か
り
、そ
の
効
果
が
十
分
に
持
続
す
る

期
間
は
約
５
カ
月
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
予
防
接
種
の
補
助
に
つ
い
て

 
黒
潮
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
接
種

当
日
に
、

①
６５
歳
以
上
の
方

②
６０
歳
以
上

６５
歳
未
満
で
、
心
臓
・
じ

ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己

の
身
辺
の
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限

さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
、

お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
の

あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
に

相
当
す
る
方
）

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
接
種
料
金
の
１
回
分
を
公
費
で
補

助
し
て
い
ま
す
（
自
己
負
担
１
０
０
０

円
必
要
）。
実
施
期
間
は
、

１０
月
１
日

か
ら

１２
月

３１
日
ま
で
で
す
。

 
免
疫
力
や
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や

高
齢
者
、
慢
性
疾
患
を
お
持
ち
の
方
は
、

医
師
と
相
談
の
う
え
、
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
知
っ
て

予
防
し
ま
し
ょ
う

不特定多数の人が集まる場所は感染の危
険性が高いです。
できるだけ人ごみはさけましょう。
また、帰宅時にはうがい、手洗いを行い
ましょう。

①口にふくんでクチュクチュうがい。
②次に上を向いてガラガラうが
い。ノドの奥に回るように
15秒程度。

　これを何度か繰り返します。

指輪や腕時計を外し、せっけんなどを使
って30秒以上洗いましょう。
洗った後は、きれいな布やペー
パータオルなどで水を充分に
ふきましょう。

咳をしている人にはマスクをしてもらい
ましょう。マスクを適切に着用すること
で、しぶきが飛び散ることを
防ぐことができます。

うがい 手あらい

人ごみはさけるマスク

うがい 手あらい

人ごみはさけるマスク

うがい 手あらい

人ごみはさけるマスク

※冬に向けて今から用意しておくことも大切な予防策です。

風　　邪 インフルエンザ

症　　　状

鼻水やのどの痛
みなどの局所症
状。

重 症 化 の サ イ ン

乳幼児では

□けいれんしたり呼びかけ
に答えない

□呼吸が速い、苦しそう
□顔色が悪い（青白）
□嘔吐や下痢が続いている
□症状が長引いて悪化して
きた

大人では

□呼吸困難、または息切れ
がある
□胸の痛みが続いている
□嘔吐や下痢が続いている
□症状が長引いて悪化して
きた

38℃以上の発熱やせき、
のどの痛み、全身の倦
怠感や関節の痛みなど
の全身症状。

流行の時期

一年を通しひく
ことがあります。

1月～2月に流行のピー
ク。ただし、4月、5月
まで散発的に流行する
こともあります。


